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11.1.4 自動車の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

1） 予測の結果 

(1) 予測項目 
予測項目は、自動車の走行に伴い発生する二酸化窒素(NO2)及び浮遊粒子状物質(SPM)の年

平均濃度としました。 

 
(2) 予測手法 

自動車の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測は、「道路環境影響評価の技術

手法（平成 24 年度版）国総研資料 第 714 号 2.1」（平成 25 年 3 月、国土技術政策総合研究

所・土木研究所）に記載の正規型プルーム式及び積算型簡易パフ式の拡散式を用い、年平均

値を予測しました。 

 
① 予測手順 

予測は、有風時(風速 1m/s を超える場合)は正規型プルーム式(以下、「プルーム式」とい

います。)を、弱風時(風速 1m/s 以下の場合)は積分型簡易パフ式(以下、「パフ式」といいま

す。)を用いて、年平均値を算出することにより行いました。なお、ジャンクション部及び

インターチェンジ部（以下、「特殊部」といいます。）の予測については、接続道路を含む既

存道路等の影響を加味して行いました。 

トンネル坑口の予測は、有風時は噴流モデルと等価排出強度モデルの組み合わせ、弱風時

は噴流モデルを用いて行いました。 

予測手順は、図 11.1.4-1 に示すとおりです。 
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出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 

図 11.1.4-1（1） 予測手順(一般部) 
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出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 

図 11.1.4-1（2） 予測手順(特殊部) 
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出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 

図 11.1.4-1（3） 予測手順(トンネル坑口部) 

【一般的な道路構造の手法に準
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【一般的な道路構造の手法に準
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② 予測式 

a) 一般部及び特殊部 

一般部及び特殊部の予測は、拡散式として、有風時はプルーム式、弱風時はパフ式を用い

ました。 

 
(a)有風時（風速 1m/s を超える場合） 

有風時(風速が 1m/s を超える場合)には、次に示すプルーム式を用いました。 

  

𝐶𝐶(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) =
𝑄𝑄

2𝜋𝜋 ∙ 𝑢𝑢 ∙ 𝜎𝜎𝑦𝑦 ∙ 𝜎𝜎𝑧𝑧
𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

𝑦𝑦2

2𝜎𝜎𝑦𝑦2
� 

�𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−
(𝑧𝑧 + 𝐻𝐻)2

2𝜎𝜎𝑧𝑧2
� + 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

(𝑧𝑧 − 𝐻𝐻)2

2𝜎𝜎𝑧𝑧2
�� 

   

ここで、 

𝐶𝐶(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) ：(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧)地点における濃度(ppm 又は mg/m3) 

𝑄𝑄 ：点煙源の排出量(ml/s又は mg/s) 

𝑢𝑢 ：平均風速(m/s) 

𝐻𝐻 ：排出源の高さ(m) 

𝜎𝜎𝑦𝑦，𝜎𝜎𝑧𝑧 ：水平(𝑦𝑦)、鉛直(𝑧𝑧)方向の拡散幅(m) 

𝑥𝑥 ：風向に沿った風下距離(m) 

𝑦𝑦 ：𝑥𝑥軸に直角な水平距離(m) 

𝑧𝑧 ：𝑥𝑥軸に直角な鉛直距離(m) 

 

鉛直方向の拡散幅𝜎𝜎𝑧𝑧と水平方向の拡散幅𝜎𝜎𝑦𝑦は、次式より求めました。 

  

      σz = σz0 + 0.31𝐿𝐿0.83 

      𝜎𝜎𝑦𝑦 = W/2 + 0.46𝐿𝐿0.81 

  

ここで、 

σz0 ：鉛直方向の初期拡散幅(m) 

遮音壁がない場合：σz0＝1.5 

遮音壁(高さ 3m 以上)がある場合：σz0＝4.0 

𝐿𝐿 ：車道部端からの距離(𝐿𝐿＝𝑥𝑥－W/2)(m) 
𝑥𝑥 ：風向に沿った風下距離(m) 

W ：車道部幅員(m) 

  

なお、𝑥𝑥＜W/2の場合は、以下のとおりとしました。 

 

                    σz = σz0 
      𝜎𝜎𝑦𝑦 = W/2 
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(b)弱風時（風速 1m/s 以下の場合） 

弱風時(風速が１m/s 以下の場合)には、次に示すパフ式を用いました。 

 

𝐶𝐶(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) =
𝑄𝑄

(2𝜋𝜋)3/2 ∙ 𝛼𝛼2 ∙ 𝛾𝛾
�

1 − 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �− 𝑙𝑙
𝑡𝑡02

�

2𝑙𝑙
+

1 − 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �− 𝑚𝑚
𝑡𝑡02

�

2𝑚𝑚
� 

 

ここで、    

𝑙𝑙 =
1
2
∙ �
𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2

𝛼𝛼2
+

(𝑧𝑧 − 𝐻𝐻)2

𝛾𝛾2
� 

𝑚𝑚 =
1
2
∙ �
𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2

𝛼𝛼2
+

(𝑧𝑧 + 𝐻𝐻)2

𝛾𝛾2
� 

𝑡𝑡0 ：初期拡散幅に相当する時間(s) 

𝛼𝛼，𝛾𝛾  ：拡散幅に関する係数 

 

𝑡𝑡0及び 𝛼𝛼、𝛾𝛾は、以下のとおりとしました。 

 

𝑡𝑡0＝W/2𝛼𝛼 
 

ここで、 

W ：車道部幅員(m) 

𝛼𝛼＝0.3(m/s) 

     0.18(昼間) 

𝛾𝛾＝ 

    0.09(夜間) 
 

ただし、昼間及び夜間の区分は、7時～19 時までを昼間、19 時～7 時までを夜間としまし

た。 

 



11.1-48 

(c)時間別平均排出量 

窒素酸化物（又は浮遊粒子状物質）の時間別平均排出量は、次に示す式を用いました。 

 

𝑄𝑄𝑡𝑡 = 𝑉𝑉𝑤𝑤 ×
1

3600
×

1
1000

× �(𝑁𝑁𝑖𝑖𝑖𝑖 × 𝐸𝐸𝑖𝑖)
2

𝑖𝑖=1

 

 

ここで、 

𝑄𝑄𝑡𝑡  ：時間別平均排出量（ml/m･s(又は mg/m･s)） 

𝐸𝐸𝑖𝑖 ：車種別排出係数（g/km･台） 

𝑁𝑁𝑖𝑖𝑖𝑖 ：車種別時間別交通量（台/h） 

𝑉𝑉𝑤𝑤 ：換算係数（ml/g(又は mg/g)） 

窒素酸化物の場合     ：20℃、1気圧で、523ml/g 

浮遊粒子状物質の場合 ：1,000mg/g 
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b) トンネル坑口部 

トンネル坑口部周辺の予測は、トンネル坑口から排出される窒素酸化物（又は浮遊粒子状

物質）の拡散濃度（トンネルからの寄与濃度）と明かり部からの拡散濃度を合算して行いま

した。トンネルからの寄与濃度は、有風時は噴流モデルと等価排出強度モデルの組み合わせ、

弱風時は噴流モデルを用いました。 
 
(a)有風時（風速 1m/s を超える場合） 

有風時(風速が 1m/s を超える場合)には、噴流モデルと等価排出強度モデルを組み合わせ

ました。 

 
i)噴流モデル 

噴流モデルでは、次に示す拡散計算式を用いました。 

 

𝐶𝐶𝑗𝑗(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) =
1
2
𝐶𝐶̅(𝑥𝑥)𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

𝑦𝑦2

2𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗2
� �𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

(𝑧𝑧 − 𝐻𝐻)2

2𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗2
� + 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

(𝑧𝑧 + 𝐻𝐻)2

2𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗2
�� 

 

      𝐶̅𝐶(𝑥𝑥) =
𝐴𝐴𝐴𝐴0

𝜋𝜋 ∙ 𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗 ∙ 𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗
𝑈𝑈𝑇𝑇0
𝑈𝑈𝑇𝑇(𝑥𝑥) 

      𝐴𝐴𝐴𝐴0𝑈𝑈𝑇𝑇0 = 𝑄𝑄 

      
𝑈𝑈𝑇𝑇0
𝑈𝑈𝑇𝑇(𝑥𝑥)   = exp (𝑘𝑘𝑘𝑘) 

                           𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗         =
𝑊𝑊
√𝜋𝜋

+ 𝛼𝛼𝛼𝛼𝛾𝛾 

                           𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗         =
𝐴𝐴

√𝜋𝜋 ∙ 𝑊𝑊
+ 𝛽𝛽𝛽𝛽𝛾𝛾 

 

 

ここで、 

𝐶𝐶𝑗𝑗(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) ：噴流モデルによる予測地点(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧)の拡散濃度(ppm 又は mg/m3) 

𝐶𝐶0 ：坑内濃度(ppm 又は mg/m3) 

𝑈𝑈𝑇𝑇0 ：トンネル坑口からの吐出風速(m/s) 

𝑈𝑈𝑇𝑇(𝑥𝑥) ：坑口から距離𝑥𝑥でのトンネル風の風速(m/s) 

𝑄𝑄 ：トンネル坑口からの排出量(ml/s又は mg/s) 

𝐴𝐴 ：トンネル断面積(m2) 

𝑊𝑊 ：トンネル坑口での道路幅(m) 

𝑘𝑘 ：トンネル風の減衰パラメータ 

𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗 ：噴流モデルの水平(𝑦𝑦)方向の拡散幅(m) 

𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗 ：噴流モデルの鉛直(𝑧𝑧)方向の拡散幅(m) 

𝛼𝛼,𝛽𝛽, 𝛾𝛾 ：拡散パラメータ 

𝐻𝐻 ：排出源高さ(m) 

𝑥𝑥 ：坑口を起点とする吐出方向距離(m) 
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なお、設定したトンネル風の減衰パラメータ𝑘𝑘 は表 11.1.4-1 に、拡散パラメータ𝛼𝛼、𝛽𝛽、𝛾𝛾

は表 11.1.4-2 に示すとおりです。 

 

表 11.1.4-1 トンネル風の減衰パラメータ 

換算交通量※1 
風速階級 

（m/s） 

風向区分※2 

風下風 向い風 追い風 風上風 

1,000 台/時以下 

0～1.0  0.013 

1.1～2.0 0.013 0.013 0.013 0.027 

2.1～ 0.027 0.029 0.027 0.05 

1,001 台/時以上 

0～1.0 0.0076 

1.1～2.0 0.0078 0.0078 0.0078 0.013 

2.1～3.0 0.013 0.013 0.013 0.027 

3.1～ 0.027 0.029 0.027 0.05 

※1）換算交通量は、以下の式により大型車類を小型車類に換算した交通量。 

［換算交通量］＝［小型車類交通量］+［換算係数（＝3）］×［大型車類交通量］ 

※2）自然風の風向区分は、道路軸及び予測地点の位置により、図 11.1.4-2のように区分しました。 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 

 

 

 
出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 

 

図 11.1.4-2 自然風の風向区分 

 

表 11.1.4-2 噴流モデルの有風時の拡散パラメータ 

換算交通量※ 
風速階級 

（m/s） 
𝛼𝛼 𝛽𝛽 

𝛾𝛾 
風下風 向い風 追い風 風上風 

1,000 台/時以下 
1.1～2.0 0.00076 0.00047 2.18 2.32 2.25 2.50 

2.1～ 0.00040 0.00062 2.58 2.65 2.64 2.84 

1,001 台/時以上 

1.1～2.0 0.00137 0.00039 2.03 2.03 2.03 2.18 

2.1～3.0 0.00076 0.00047 2.18 2.32 2.25 2.50 

3.1～ 0.00040 0.00062 2.58 2.65 2.64 2.84 

※）換算交通量は、以下の式により大型車類を小型車類に換算した交通量。 

［換算交通量］＝［小型車類交通量］+［換算係数（＝3）］×［大型車類交通量］ 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 
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ii)等価排出強度モデル 

等価排出強度モデルでは、明かり部に配置した各点煙源からの拡散計算には、次に示す

式を用いました。 

 

𝐶𝐶𝐸𝐸(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) =
𝑞𝑞(𝑥𝑥)

2𝜋𝜋 ∙ 𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸 ∙ 𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸 ∙ 𝑈𝑈𝑤𝑤
exp (−

𝑦𝑦2

2𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸2
) �𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

(𝑧𝑧 − 𝐻𝐻)2

2𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸2
� + 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 �−

(𝑧𝑧 + 𝐻𝐻)2

2𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸2
�� 

⎝

⎜
⎛𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸 =

𝑊𝑊
√𝜋𝜋

+ 𝑎𝑎𝑎𝑎𝐿𝐿𝛾𝛾 + 0.46𝑥𝑥0.81

𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸 =
𝐴𝐴

√𝜋𝜋 ∙ 𝑊𝑊
+ 𝛽𝛽𝛽𝛽𝐿𝐿

𝛾𝛾 + 0.31𝑥𝑥0.83
 

 

ここで、 

𝐶𝐶𝐸𝐸(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧) ：等価排出強度モデルによる予測地点(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑧𝑧)の拡散濃度 

(ppm 又は mg/m3) 

𝑞𝑞(𝑥𝑥)   ：各点煙源の排出量(ml/s 又は mg/s) 

𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸   ：等価排出強度モデルの水平(𝑦𝑦)方向の拡散幅(m) 

𝜎𝜎𝐸𝐸𝐸𝐸   ：等価排出強度モデルの鉛直(𝑧𝑧)方向の拡散幅(m) 

𝑈𝑈𝑤𝑤   ：自然風𝑈𝑈𝑁𝑁とトンネル風𝑈𝑈𝑇𝑇の合成風速(m/s) 

𝐴𝐴   ：トンネル断面積(m2) 

𝑊𝑊   ：トンネル坑口での道路幅(m) 

𝑥𝑥𝐿𝐿   ：トンネル坑口から点煙源までの距離(m) 

𝑥𝑥   ：点煙源から予測点までの風下距離(m) 

𝛼𝛼,𝛽𝛽, 𝛾𝛾   ：拡散パラメータ 

 

各点煙源の排出量𝑞𝑞(𝑥𝑥)は、次に示す式により求めました。 

 

𝑞𝑞(𝑥𝑥) = 𝐵𝐵� 𝑓𝑓(𝑥𝑥)
𝑋𝑋+𝑋𝑋0 2⁄

𝑋𝑋−𝑋𝑋0 2⁄
𝑑𝑑𝑑𝑑 

�
𝑓𝑓(𝑥𝑥) =

𝐴𝐴
𝜋𝜋𝜋𝜋𝑗𝑗𝑗𝑗𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗

∙
𝑈𝑈𝑇𝑇0
𝑈𝑈𝑇𝑇(𝑥𝑥)

 𝐵𝐵   = 𝑄𝑄/ �∫0
𝐿𝐿𝑓𝑓(𝑥𝑥)𝑑𝑑𝑑𝑑�

 

 

ここで、 

𝑥𝑥0 ：点煙源の間隔(m) 10m 

𝐿𝐿 ：坑口から減衰収束点までの距離(m) 100m 

 

なお、𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗、𝜎𝜎𝑗𝑗𝑗𝑗、𝑈𝑈𝑇𝑇0、𝑈𝑈𝑇𝑇(𝑥𝑥)、𝑄𝑄は、噴流モデルと同様としました。 
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各点煙源における風速𝑈𝑈𝑊𝑊0とその風向𝜃𝜃を求めるための自然風とトンネル風のベクトル合

成には、次に示す式を用いました。トンネル坑口付近における自然風とトンネル風のベクト

ル合成は図 11.1.4-3 に示すとおりです。 

 

𝑈𝑈𝑊𝑊0 = �(𝑈𝑈𝑇𝑇 + 𝑈𝑈𝑁𝑁′𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝜓𝜓)2 + (𝑈𝑈𝑁𝑁′𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝜓𝜓)2 
 

ここで、 

𝑈𝑈𝑊𝑊0 > 𝑈𝑈𝑇𝑇 > 𝑈𝑈𝑁𝑁 の場合  𝑈𝑈𝑊𝑊0 = 𝑈𝑈𝑇𝑇 
𝑈𝑈𝑊𝑊0 < 𝑈𝑈𝑁𝑁 の場合    𝑈𝑈𝑊𝑊0 = 𝑈𝑈𝑁𝑁 
 

𝜃𝜃 = 𝑡𝑡𝑡𝑡𝑡𝑡−1(
𝑈𝑈𝑁𝑁′𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝜓𝜓

𝑈𝑈𝑇𝑇 + 𝑈𝑈𝑁𝑁′𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝜓𝜓
) 

 
ここで、 

𝑈𝑈𝑇𝑇 ：点煙源位置におけるトンネル風の風速(m/s) 

     𝑈𝑈𝑇𝑇(𝑥𝑥𝐿𝐿) = 𝑈𝑈𝑇𝑇0 exp(−𝑘𝑘𝑘𝑘𝐿𝐿) 

𝑈𝑈𝑇𝑇0 ：トンネル坑口からの吐出風速(m/s) 

𝑥𝑥𝐿𝐿 ：トンネル坑口から点煙源までの距離(m) 

𝑘𝑘 ：トンネル風の減衰パラメータ（表 11.1.4-1参照） 

𝑈𝑈𝑁𝑁′ ：自然風𝑈𝑈𝑁𝑁の補正風速(m/s) 

 

𝑈𝑈𝑁𝑁′ = �
𝑈𝑈𝑁𝑁 ∙ 𝑥𝑥𝐿𝐿/𝐿𝐿     (𝑥𝑥𝐿𝐿 ≤ 𝐿𝐿)
𝑈𝑈𝑁𝑁 (𝑥𝑥𝐿𝐿 > 𝐿𝐿) 

            

𝐿𝐿 = 10𝑟𝑟（相当半径 𝑟𝑟(m)は𝑟𝑟 = �𝐴𝐴 𝜋𝜋⁄ より計算） 

𝜓𝜓 ：自然風とトンネル風の角度 

𝐴𝐴 ：トンネル断面積(m2) 

 

 
出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 
 

図 11.1.4-3 トンネル坑口付近における自然風とトンネル風のベクトル合成  
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自然風とトンネル風の合成風速𝑈𝑈𝑊𝑊は、点煙源における初期風速𝑈𝑈𝑊𝑊𝑊𝑊から次に示す式より

求めました。 

 

𝑈𝑈𝑊𝑊 = �𝑈𝑈𝑊𝑊𝑊𝑊 exp(−𝑘𝑘𝑘𝑘)    (𝑈𝑈𝑊𝑊𝑊𝑊 > 𝑈𝑈𝑁𝑁,𝑈𝑈𝑊𝑊 > 𝑈𝑈𝑁𝑁)
𝑈𝑈𝑁𝑁 (𝑈𝑈𝑊𝑊 < 𝑈𝑈𝑁𝑁)

 

 

ここで、 

    𝑘𝑘 ：トンネル風の減衰パラメータ（表 11.1.4-1参照） 

 

噴流モデルと等価排出強度モデルの重み付けには、トンネル坑口からの距離に応じて次に

示す式により設定される比を用いました。 

 

       = �
200 − 𝑅𝑅

200
:
𝑅𝑅

200
(𝑅𝑅 ≤ 200)

     0 ∶   1(𝑅𝑅 > 200)
 

 

ここで、 

𝑅𝑅 ：トンネル坑口から予測地点までの距離(m) 

 
(b)弱風時（風速 1m/s 以下の場合） 

弱風時（風速 1m/s 以下の場合）には、有風時の噴流モデルに準拠しました。なお、設定

した弱風時の拡散パラメータ𝛼𝛼、𝛽𝛽、𝛾𝛾は、表 11.1.4-3 に示すとおりです。 

 

表 11.1.4-3 噴流モデルの弱風時の拡散パラメータ 

パラメータ 

換算交通量※ 
𝛼𝛼 𝛽𝛽 𝛾𝛾 

1,000 台/時以下 0.00137 0.00039 2.18 

1,001 台/時以上 0.00092 0.00026 2.03 

※）換算交通量は、以下の式により大型車類を小型車類に換算した交通量。 

［換算交通量］＝［小型車類交通量］+［換算係数（＝3）］×［大型車類交通量］ 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）国総研資料 第 714号 2.1」 

（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所） 

 

 
(3) 予測地域 

予測地域は、影響範囲内において、住居等の保全対象が存在する、あるいは将来の立地が

見込まれる地域としました。 
 

噴流モデル：等価排出強度モデル 
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(4) 予測地点 
予測地点は、予測地域の中から、道路構造及び交通条件が変化するごとに区間を分割し、

その区間において地域を代表する地点、特に影響を受けるおそれがある地点、保全すべき対

象への影響を的確に把握できる地点の観点から、環境影響の程度が最大となると想定される

地点を設定しました。なお、予測高さは、地上 1.5m としました。 

予測地点は表 11.1.4-4 に、予測地点の設定理由は表 11.1.4-5 に示すとおりです。また、

各予測地点の位置等は、図 11.1.4-4 及び図 11.1.4-5 に示すとおりです。 

 

表 11.1.4-4 予測地点 

予測地域 
番

号 
予測地点 区分 

道路 

構造 

予測 

方向 

予測地点の 

都市計画用途地域 
保全対象 

大分市域 

A1 
大分市大字丹川延命

寺 
特殊部 

IC・

JCT部 

下り側 無指定 
住居等 

上り側 無指定 

A① 大分市大字丹川(1) 一般部 橋梁 上り側 無指定 住居等 

A② 大分市大字丹川(2) 一般部 盛土 上り側 無指定 住居等 

A2 
大分市大字宮河内杵

河内 
特殊部 

TN 

坑口 

下り側 無指定 
住居等 

上り側 無指定 

A3 
大分市大字下戸次上

大内 
特殊部 

TN 

坑口 

下り側 無指定 
住居等 

上り側 無指定 

A4 大分市大字萩尾 特殊部 IC 部 
下り側 無指定 

住居等 
上り側 無指定 

A5 
大分市大字上戸次川

原 
特殊部 

TN 

坑口 

下り側 無指定 
住居等 

上り側 無指定 

A③ 
大分市大字端登舟戸

(1) 
一般部 橋 梁 

下り側 無指定 
住居等 

上り側 無指定 

A④ 
大分市大字端登舟戸

(2) 
一般部 切土 下り側 無指定 住居等 

A⑤ 
大分市大字端登舟戸

(3) 
一般部 盛土 下り側 無指定 住居等 

豊後大野市域 

B① 
豊後大野市犬飼町下

津尾(1) 
一般部 切土 下り側 無指定 住居等 

B② 
豊後大野市犬飼町下

津尾(2) 
一般部 盛土 下り側 無指定 住居等 

B1 
豊後大野市犬飼町下

津尾(3) 
特殊部 IC 部 

下り側 
無指定 住居等 

上り側 

 
  



11.1-55 

表 11.1.4-5（1） 予測地点の設定理由 

番

号 
予測地点 区分 道路構造 設定理由 

A1 大分市大字丹川延命寺 特殊部 
IC・JCT

部 

大分宮河内IC周辺を対象に、接続道路等の

影響を考慮して設定した影響範囲におい

て、予測地域の中から、環境影響の程度が

最大となると想定される地点を設定しまし

た。 

A① 大分市大字丹川(1) 一般部 橋梁 

大分宮河内 IC～（仮称）吉野 IC 区間にお

ける橋梁構造区間を対象に、地域を代表す

る地点、特に影響を受けるおそれがある地

点、保全すべき対象等への影響を的確に把

握できる地点の観点から設定した予測断面

において、予測地域の中から、環境影響の

程度が最大となると想定される地点を設定

しました。 

A② 大分市大字丹川(2) 一般部 盛土 

大分宮河内 IC～（仮称）吉野 IC 区間にお

ける盛土構造区間を対象に、地域を代表す

る地点、特に影響を受けるおそれがある地

点、保全すべき対象等への影響を的確に把

握できる地点の観点から設定した予測断面

において、予測地域の中から、環境影響の

程度が最大となると想定される地点を設定

しました。 

A2 大分市大字宮河内杵河内 特殊部 
TN 

坑口 

大分宮河内 IC～（仮称）吉野 IC 区間にお

けるトンネル坑口周辺を対象に、明かり部

及びトンネル区間からの影響を考慮して設

定した影響範囲において、予測地域の中か

ら、環境影響の程度が最大となると想定さ

れる地点を設定しました。 

A3 大分市大字下戸次上大内 特殊部 
TN 

坑口 

大分宮河内 IC～（仮称）吉野 IC 区間にお

けるトンネル坑口周辺を対象に、明かり部

及びトンネル区間からの影響を考慮して設

定した影響範囲において、予測地域の中か

ら、環境影響の程度が最大となると想定さ

れる地点を設定しました。 

A4 大分市大字萩尾 特殊部 IC 部 

（仮称）吉野IC周辺を対象に、接続道路等

の影響を考慮して設定した影響範囲におい

て、予測地域の中から、環境影響の程度が

最大となると想定される地点を設定しまし

た。 

A5 大分市大字上戸次川原 特殊部 
TN 

坑口 

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間におけるト

ンネル坑口周辺を対象に、明かり部及びト

ンネル区間からの影響を考慮して設定した

影響範囲において、予測地域の中から、環

境影響の程度が最大となると想定される地

点を設定しました。 

A③ 大分市大字端登舟戸(1) 一般部 橋梁 

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間における橋

梁構造区間を対象に、地域を代表する地

点、特に影響を受けるおそれがある地点、

保全すべき対象等への影響を的確に把握で

きる地点の観点から設定した予測断面にお

いて、予測地域の中から、環境影響の程度

が最大となると想定される地点を設定しま

した。 
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表 11.1.4-5（2） 予測地点の設定理由 

番

号 
予測地点 区分 道路構造 設定理由 

A④ 大分市大字端登舟戸(2) 一般部 切土 

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間におけ

る切土構造区間を対象に、地域を代表

する地点、特に影響を受けるおそれが

ある地点、保全すべき対象等への影響

を的確に把握できる地点の観点から設

定した予測断面において、予測地域の

中から、環境影響の程度が最大となる

と想定される地点を設定しました。 

A⑤ 大分市大字端登舟戸(3) 一般部 盛土 

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間におけ

る盛土構造区間を対象に、地域を代表

する地点、特に影響を受けるおそれが

ある地点、保全すべき対象等への影響

を的確に把握できる地点の観点から設

定した予測断面において、予測地域の

中から、環境影響の程度が最大となる

と想定される地点を設定しました。 

B① 
豊後大野市犬飼町下津尾

(1) 
一般部 切土 

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間におけ

る切土構造区間を対象に、地域を代表

する地点、特に影響を受けるおそれが

ある地点、保全すべき対象等への影響

を的確に把握できる地点の観点から設

定した予測断面において、予測地域の

中から、環境影響の程度が最大となる

と想定される地点を設定しました。 

B② 
豊後大野市犬飼町下津尾

(2) 
一般部 盛土 

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間におけ

る盛土構造区間を対象に、地域を代表

する地点、特に影響を受けるおそれが

ある地点、保全すべき対象等への影響

を的確に把握できる地点の観点から設

定した予測断面において、予測地域の

中から、環境影響の程度が最大となる

と想定される地点を設定しました。 

B1 
豊後大野市犬飼町下津尾

(3) 
特殊部 IC 部 

犬飼 IC周辺を対象に、接続道路等の影

響を考慮して設定した影響範囲におい

て、予測地域の中から、環境影響の程

度が最大となると想定される地点を設

定しました。 
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図 11.1.4-4 自動車の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響範囲・断面位置図 

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（1） 予測地点図 

（A1 大分市大字丹川延命寺） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院）（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（2） 予測地点図 

（A①大分市大字丹川(1)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（3） 予測地点図 

（A②大分市大字丹川(2)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（4） 予測地点図 

（A2 大分市大字宮河内杵河内） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（5） 予測地点図 

（A3 大分市大字下戸次上大内） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 



11.1-63 

 

図 11.1.4-5（6） 予測地点図 

（A4 大分市大字萩尾） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院）（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（7） 予測地点図 

（A5 大分市大字上戸次川原） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（8） 予測地点図 

（A③大分市大字端登舟戸(1)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（9） 予測地点図 

（A④大分市大字端登舟戸(2)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（10） 予測地点図 

（A⑤大分市大字端登舟戸(3)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（11） 予測地点図 

（B①豊後大野市犬飼町下津尾(1)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.1.4-5（12） 予測地点図 

（B②豊後大野市犬飼町下津尾(2)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 



11.1-70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

図 11.1.4-5（13） 予測地点図 

（B1 豊後大野市犬飼町下津尾(3)） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると想定される地点を示します。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院）（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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